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図 2.1.2-3 気象庁一元化震源から求めた 0.2 度メッシュごとの微小地震の震源深さ分布（その 1）． 
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図 2.1.2-3 気象庁一元化震源から求めた 0.2 度メッシュごとの微小地震の震源深さ分布（その 2）． 
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図 2.1.2-3 気象庁一元化震源から求めた 0.2 度メッシュごとの微小地震の震源深さ分布（その 3）． 



2-33 

 
 
 
 
 

 
図 2.1.2-3 気象庁一元化震源から求めた 0.2 度メッシュごとの微小地震の震源深さ分布（その 4）． 
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図 2.1.3-1 長大断層の震源断層モデル設定の流れ． 
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図 2.1.3-2 地表変位量（Dsurf）と断層面の平均すべり量（Dsub_ave）との関係（地震調査委員会資料より作成）． 
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図 2.1.3-3 長大断層における単位区間，地震規模想定区間の概念． 

 
 

 
図 2.1.3-4 中央構造線断層帯における地震規模想定区間．上）讃岐山脈南縁－石鎚山脈北縁東部断層帯，下）石鎚

山脈北縁西部－伊予灘断層帯． 
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2.2 海溝型及び日本海東縁の固有地震 
 本検討では，海溝型地震のうち，震源断層が一つに特

定されているものを固有地震として扱う．これらは，3.4
節で述べる「カテゴリーⅠ」の地震，及び日本海東縁部

で発生する震源断層を特定できる地震（北海道西方沖の

地震，北海道南西沖の地震，青森県西方沖の地震，山形

県沖の地震，新潟県北部沖の地震）が相当する．これら

の震源断層モデルについては，これまでの確率論的地震

動予測地図で用いてきたものを踏襲することを基本とし

た．ただし，「カテゴリーⅡ」である茨城県沖の地震につ

いては，2008 年 5 月 8 日に発生した地震（M7.0）が長期

評価の対象であった地震であった（例えば，地震調査委

員会，2009）ことから，過去に発生した地震とその発生

領域を見直すことにより，固有地震的な振る舞いをする

領域を設定することとした．その領域は，地震波形の解

析によって断層面上のすべり分布が求められている

2008 年 5 月 8 日（名古屋大学，2008）と 1982 年 7 月 23
日（室谷ほか，2003；Mochizuki et al., 2008）の地震を参

考として，それらのアスペリティを中心とした破壊領域

全体を取り囲むように設定する．地震規模も両地震を参

考として，M=Mw=7.0 とする．なお，上記の取扱いは，

長期評価の改訂（地震調査委員会，2009）のための審議

内容の一部を先取りして設定されたものとなっている

（地震調査委員会長期評価部会・強震動評価部会地震動

予測地図高度化ワーキンググループ，2008）．ここで対象

となる海溝型及び日本海東縁部の固有地震全てについて，

震源断層モデルの位置を図 2.2-1 に，モーメントマグニ

チュードを表 2.2-1 にそれぞれ示す． 
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図 2.2-1 海溝型及び日本海東縁の固有地震の震源断層位置．番号の対応は表 2.2-1 を参照のこと． 
 
 
 

表 2.2-1 海溝型及び日本海東縁の固有地震の対応領域と地震規模（モーメントマグニチュード；Mw）． 
領域 地震 Mw 領域 地震 Mw

① 択捉島沖の地震 8.1 ⑪ 北海道西方沖の地震 7.5
② 色丹島沖の地震 7.8 ⑫ 北海道南西沖の地震 7.8
③ 根室沖の地震 7.9 ⑬ 青森県西方沖の地震 7.7
④ 十勝沖の地震 8.1 ⑭ 山形県沖の地震 7.7
⑤ 十勝沖～根室沖の連動地震 8.3 ⑮ 新潟県北部沖の地震 7.5
⑥ 三陸沖北部のプレート間大地震 8.3 ⑯ 大正型関東地震 7.9
⑦ 宮城県沖地震（A1） 7.6 ⑰ 想定東海地震 8.0
⑧ 宮城県沖地震（A2） 7.4 ⑱ 東南海地震 8.1
⑨ 三陸沖南部海溝寄りの地震（B） 7.8 ⑲ 南海地震 8.4

⑦⑨ 宮城県沖地震（A1+B） 7.9 ⑰⑱ 東南海～想定東海の連動地震 8.4
⑧⑨ 宮城県沖地震（A2+B） 7.9 ⑱⑲ 南海～東南海の連動地震 8.5

⑦⑧⑨ 宮城県沖地震（A1+A2+B） 8.0 ⑰⑱⑲ 南海～東南海～想定東海の連動地震 8.5
⑩ 茨城県沖のプレート間地震（固有） 7.0    

 




